
久邇宮邦彦王「兼堂詩抄」注釈

要

　
　
　
　
　旨

　『
邦
彦
王
行
実
』（
久
邇
宮
蔵
版
、
一
九
三
九
年
）
の
中
の
「
桃
林
餘
影
」
に

収
載
さ
れ
て
い
る
久
邇
宮
邦
彦
王
の
作
ら
れ
た
漢
詩
二
十
首
に
つ
い
て
注
釈
を

つ
け
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
久
邇
宮
邦
彦
王
・「
兼
堂
詩
抄
」・
漢
詩
・
皇
族
・
宮
家

一
、
は

　じ

　め

　に

　
本
稿
で
は
、『
邦
彦
王
行
実
』（
久
邇
宮
蔵
版
、
一
九
三
九
年
）
の
第
十
七
章

「
桃
林
餘
影
」
に
採
録
さ
れ
た
久
邇
宮
邦
彦
王
の
漢
詩
全
二
十
首
に
つ
い
て
注

釈
を
付
す
こ
と
を
試
み
た
。
王
の
作
品
は
数
百
首
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
る
が
、
ま

と
ま
っ
て
公
刊
さ
れ
た
作
品
は
こ
の
二
十
首
で
あ
る
。
ま
ず
今
回
は
、「
桃
林

餘
影
」
に
採
録
さ
れ
た
作
品
に
限
っ
て
注
釈
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。
王
は
書

法
に
も
長
じ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
自
詠
漢
詩
を
認
め
ら
れ
た
書
幅
が
少
な
か
ら

ず
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
脱
稿
の
後
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
書
幅
に
遺
さ
れ
た

御
作
を
順
次
翻
刻
し
注
釈
を
付
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
御

作
二
十
首
に
つ
い
て
、
仮
に
「
兼
堂
詩
抄
」
と
名
付
け
た
。「
兼
堂
」
は
王
の

雅
号
（
な
お
、
少
年
時
代
の
雅
号
は
恭
堂
）
で
あ
る
。
将
来
は
、
ひ
と
巻
の

『
兼
堂
詩
抄
』
と
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
夢
想
し
て
い
る
。

　
敬
称
・
敬
語
に
つ
い
て
は
、
史
家
の
仕
法
に
倣
っ
て
最
小
限
度
に
と
ど
め
た
。

一

安
田
女
子
大
学
大
学
院
紀
要
　
第
25
集

日
本
語
学
日
本
文
学
専
攻

久
邇
宮
邦
彦
王
「
兼
堂
詩
抄
」
注
釈

内
　
　
田
　
　
誠
　
　
一
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内　　田　　誠　　一

て
表
現
せ
ら
る
る
に
よ
り
、
其
の
詩
句
は
精
神
流
露
、
真
に
溌
剌
と
し
て
全

く
斧
鑿
の
痕
な
き
大
自
然
に
接
す
る
が
如
く
拝
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
其
の
作

什
は
亦
頗
る
多
く
概
ね
数
百
首
に
上
る
で
あ
ら
う
。

　
内
田
按
ず
る
に
、
漢
詩
と
い
う
も
の
は
、
詩
作
に
長
じ
た
学
者
や
漢
詩
人
の

添
削
を
受
け
る
と
、
必
ず
見
栄
え
の
良
い
ま
と
ま
っ
た
詩
に
な
る
。
し
か
し
、

ま
と
ま
り
す
ぎ
る
と
、
個
性
の
無
い
平
凡
陳
腐
な
作
品
と
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
過
剰
な
添
削
は
作
者
本
来
の
詩
情
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
。
王
も
そ
の
あ

た
り
の
こ
と
を
考
慮
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
朝
彦
親
王
に
始
ま
る
久
邇
宮
三
代
の
第
二
代
が
邦
彦
王
で
あ
る
。
王
の
略
歴

を
次
に
挙
げ
て
お
く
。

　
邦
彦
王
（
一
八
七
三
―
一
九
二
九
）
は
、
朝
彦
親
王
第
三
王
子
。
母
は
女
房

泉
萬
喜
子
。
京
都
府
立
中
学
・
学
習
院
を
経
て
、
東
京
の
成
城
学
校
卒
業
。
陸

軍
士
官
学
校
、
陸
軍
大
学
校
を
卒
業
。
以
後
、
第
十
五
師
団
長
・
近
衛
師
団
長

を
歴
任
し
て
、
陸
軍
大
将
と
な
る
。
薨
去
後
、
元
帥
を
追
贈
。
妃
は
旧
薩
摩
藩

第
十
二
代
藩
主
・
島
津
忠
義
公
爵
の
第
八
女
・
俔
子
（
一
八
七
九
―

一
九
五
六
）。
邦
彦
王
第
一
王
子
の
朝
融
王
（
一
九
〇
一
―
五
九
）
は
久
邇
宮

第
三
代
。
な
お
、
第
一
王
女
の
良
子
女
王
は
、
の
ち
の
昭
和
天
皇
の
皇
后
で
あ

る
香
淳
皇
后
。

三
、「
兼
堂
詩
抄
」
注
釈

　
で
は
、
王
の
漢
詩
二
十
首
を
掲
げ
、
詩
語
や
詩
句
に
つ
い
て
注
釈
を
施
す
こ

と
と
す
る
。

二
、
邦
彦
王
の
漢
詩

　
近
代
日
本
の
皇
室
に
お
い
て
は
、
大
正
天
皇
が
東
宮
御
用
掛
の
三
島
中
洲
の

手
ほ
ど
き
に
よ
り
十
八
歳
か
ら
漢
詩
を
創
作
さ
れ
て
お
ら
れ
、
膨
大
な
数
の
御

製
漢
詩
を
『
大
正
天
皇
御
集
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
川
忠
久
博
士
の

『
漢
詩
人
　
大
正
天
皇
―
そ
の
風
雅
の
心
―
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）

に
、「
明
治
二
十
九
年
か
ら
大
正
六
年
ま
で
の
二
十
二
年
間
に
、
実
に

千
三
百
六
十
七
首
の
漢
詩
を
遺
さ
れ
た
。
こ
の
数
は
歴
代
天
皇
中
第
一
位
で
あ

る
。
因
み
に
、
そ
の
次
は
後
光
明
天
皇
（
第
百
十
代
、
江
戸
初
期
）
の
九
十
八

首
…
」
と
あ
る
。
貞
明
皇
后
も
天
皇
の
影
響
を
受
け
ら
れ
た
よ
う
で
七
十
一
首

の
御
詩
を
遺
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
皇
后
が
揃
っ
て
漢
詩
を
好
ま
れ
た
こ
と
は
、

当
然
、
周
囲
の
人
々
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
大
正
天
皇
の
直
接
的
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
好
ん
で
漢
詩

を
創
作
さ
れ
た
皇
族
と
し
て
、
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
が
久
邇
宮
邦
彦
王
で
あ

る
。
王
の
漢
詩
に
つ
い
て
、『
邦
彦
王
行
実
』（
久
邇
宮
蔵
版
、
一
九
三
九
年
）

の
第
十
七
章
「
桃
林
餘
影
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
王
の
漢
詩
に
就
い
て
は
恭
堂
と
号
せ
ら
れ
し
少
年
時
代
よ
り
御
研
究
に
な

り
、
壮
年
に
至
る
に
及
ん
で
益
々
円
熟
の
域
に
達
し
て
ゐ
ら
れ
た
。
…
（
中

略
）
…
実
に
「
詩
は
志
を
言
ふ
な
り
」
と
称
し
、
自
ら
の
思
想
感
情
を
其
の

儘
発
表
す
る
も
の
で
、
現
実
に
其
の
興
趣
を
味
は
ざ
る
他
人
の
添
削
の
如
き

は
全
く
其
の
意
味
を
な
さ
ぬ
と
の
お
考
に
あ
ら
ざ
り
し
か
と
拝
察
す
る
。
王

は
常
に
事
に
触
れ
、
物
に
応
じ
て
の
感
興
を
其
の
儘
豊
富
な
る
詞
藻
に
依
つ

二
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春
江
花
月
夜
（
春
江
花
月
の
夜
）

滿
樹
梅
花
二
月
天
　
満
樹
の
梅
花
　
二
月
の
天

一
輪
素
娥
照
江
辺
　
一
輪
の
素
娥
　
江
辺
を
照
ら
す

今
宵
放
艇
事
遊
遨
　
今
宵
　
放
艇
し
て
　
遊い
う

遨が
う

を
事
と
す

遠
岸
帶
烟
春
自
妍
　
遠
岸
　
烟
を
帯
び
て
　
春
　
自
か
ら
妍
な
り

　
河
辺
に
梅
花
の
咲
き
乱
れ
る
春
の
夜
に
、
舟
遊
び
を
し
た
こ
と
を
詠
じ
た

作
。

〇
起
句
は
句
中
対
。
○
素
娥
‥
月
に
住
む
と
い
う
女
神
の
姮
娥
。
こ
こ
で
は
月

の
意
。
○
放
艇
‥
舟
を
並
べ
る
。
放
舟
。「
放
」
は
並
べ
る
の
意
。
○
遊
遨
‥

遊
覧
す
る
。

　
月
夜
圍
碁
（
月
夜
囲
碁
）

對
座
松
窓
下
　
対
座
す
　
松
窓
の
下

圍
碁
黒
白
争
　
囲
碁
　
黒
白
争
ふ

前
庭
疑
有
雪
　
前
庭
　
疑
ふ
ら
く
は
雪
有
る
か
と

清
夜
寂
無
聲
　
清
夜
　
寂
と
し
て
声
無
し

　
月
の
輝
く
夜
に
囲
碁
の
対
局
を
行
な
っ
た
こ
と
を
詠
じ
た
作
。

○
松
窓
‥
松
の
見
え
る
ま
ど
。
転
じ
て
別
荘
や
書
斎
の
ま
ど
。
○
転
句
‥
前
庭

を
明
月
が
照
ら
し
て
い
る
の
を
表
現
し
た
。
李
白
「
静
夜
思
」
に
「
牀
前
看
月

光
、
疑
是
地
上
霜
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
霜
」
を
「
雪
」
に
変
え
て

い
る
。
同
様
に
、
結
句
の
「
清
夜
」
も
李
白
詩
の
「
静
夜
」
の
「
静
」
を

「
清
」
に
変
え
た
も
の
か
。

　
賦
得
春
寒
花
較
遅
（
賦
し
得
た
り
　
春
寒
　
花
較や

や
遅
き
を
）

行
雲
片
片
雪
纔
晴
　
行
雲
片
片
　
雪
纔わ
づ

か
に
晴
れ

氷
滿
小
池
水
不
平
　
氷
は
小せ
う

池ち

に
満
ち
て
　
水
は
平
ら
か
な
ら
ず

野
外
猶
寒
花
信
塞
　
野
外
　
猶な

ほ
寒
く
　
花
信
塞
ぐ

黃
鳥
未
囀
煖
陽
生
　
黄
鳥
　
未
だ
囀
ぜ
ず
し
て
煖だ
ん

陽や
う

生
ず

　　
明
治
二
十
三
年
一
月
、
花
の
訪
れ
も
遅
い
様
子
を
詠
じ
た
作
。

○
小
池
‥
渋
谷
区
宮
代
町
一
番
地
の
三
万
坪
に
及
ぶ
久
邇
宮
邸
に
は
池
が
あ

り
、
ス
ケ
ー
ト
も
楽
し
め
た
よ
う
で
あ
る
。
本
詩
で
は
、
邸
内
の
池
を
謙
遜
し

て
「
小
池
」
と
詠
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
○
花
信
塞
‥
「
花
信
」
は
花

だ
よ
り
。「
塞
」
は
、
花
便
り
が
一
向
に
来
な
い
の
意
か
。
○
黄
鳥
‥
チ
ョ
ウ

セ
ン
ウ
グ
イ
ス
（
学
名
：H

orornis

　borealis

）。
黄
鸝
。
○
煖
陽
‥
暖
陽
。

あ
た
た
か
い
太
陽
。

　
紀
元
節
（
紀
元
節
）

群
臣
陸
賡
到
王
宮
　
群
臣
陸
続
と
し
て
　
王
宮
に
到
る

艶
麗
日
旗
飜
市
中
　
艶
麗
た
る
日
旗
　
市
中
に
飜
る

懷
昔
神
皇
開
国
業
　
懐
ふ
昔
　
神
皇
　
開
国
の
業
　
　

畝
陵
遥
拝
想
勲
功
　
畝
陵
　
遥
拝
し
て
　
勲
功
を
想
ふ

　　
紀
元
節
に
神
武
天
皇
の
建
国
の
功
績
に
思
い
を
馳
せ
た
作
。

○
王
宮
‥
宮
城
。
皇
居
。
○
日
旗
‥
日
の
丸
の
旗
。
○
神
皇
‥
こ
こ
で
は
特
に

神
武
天
皇
を
言
う
。
○
畝
陵
‥
奈
良
盆
地
南
部
に
位
置
す
る
畝
傍
山
の
北
東
の

麓
に
あ
る
神
武
天
皇
陵
。

三
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内　　田　　誠　　一

　
立
春
所
懷
（
立
春
所
懐
）

漸
會
立
春
嬉
可
知
　
漸
く
立
春
に
会
ひ
て
　
嬉
し
き
こ
と
知
る
べ
し

宿
寒
將
去
解
愁
眉
　
宿
寒
　
将
に
去
ら
ん
と
し
て
　
愁
眉
を
解
く

日
暄
送
舊
氷
融
處
　
日
暄
　
旧
を
送
り
　
氷
融
く
る
処

風
暖
迎
新
梅
發
時
　
風
暖
か
に
し
て
新
を
迎
へ
　
梅
発
く
時

陰
極
陽
回
芳
信
動
　
陰
極
ま
り
陽
回
り
て
　
芳
信
動
き

酉
行
戌
至
兎
烏
移
　
酉
行
き
戌
至
り
　
兎
烏
移
る

綢
繆
牖
戸
須
爲
備
　
綢ち
う

繆び
う

牖い
う

戸こ

　
須
ら
く
備
と
為
す
べ
し

不
使
冬
來
再
履
危
　
冬
を
し
て
来
ら
し
め
再
び
危
き
を
履
ま
じ

　
大
正
十
一
年
、
立
春
の
訪
れ
の
喜
び
を
詠
じ
た
作
。

○
宿
寒
‥
か
ね
て
よ
り
の
寒
さ
。
○
愁
眉
‥
心
配
し
て
寄
せ
る
眉
。
こ
こ
で

は
、（
厳
し
い
寒
さ
に
）
苦
し
む
表
情
を
言
う
。
○
日
暄
‥
太
陽
が
暖
か
い
。

○
陰
極
陽
回
‥
冬
が
去
り
春
が
来
る
。
○
酉
行
戌
至
‥
酉
年
が
去
っ
て
戌
年
に

な
っ
た
こ
と
を
言
う
。
〇
兎
烏
‥
月
日
。
月
に
兎
が
住
み
、
日
（
太
陽
）
に
烏

が
住
む
と
さ
れ
る
の
で
言
う
。
〇
綢
繆
牖
戸
‥
災
難
を
防
ぐ
た
め
に
、
窓
や
戸

を
修
繕
す
る
こ
と
。
綢
繆
は
畳
韻
語
。

　
　
應
鶴
見
總
持
寺
貫
主
嘱
、
寫
大
般
若
經
一
巻
、
書
懷

（
鶴
見
総
持
寺
の
貫
主
の
嘱
に
応
じ
て
大
般
若
経
一
巻
を
写
し
、
懐
ひ
を
書

す
）

寫
經
奉
佛
思
慈
親
　
写
経
奉
仏
し
て
慈
親
を
思
ふ

明
鏡
菩
提
恰
若
神
　
明
鏡
菩
提
　
恰
も
神
の
若ご
と

し

般
若
曇
摩
道
安
在
　
般
若
・
曇
摩
・
道
安
在
り

　
御
題
曉
山
雲
（
御
題
　
暁
山
の
雲
）

層
巘
排
雲
顯
　
層
巘げ
ん

　
雲
を
排
す
る
こ
と
顕
ら
か
に
し
て

紅
霞
彩
曉
天
　
紅
霞
　
暁
天
を
彩
る

雞
鳴
知
歳
始
　
雞
鳴
き
て
　
歳
の
始
ま
る
を
知
り
　
　

萬
物
競
新
妍
　
万
物
　
新
妍
を
競
ふ

　
新
年
歌
会
始
の
御
題
「
暁
山
雲
」
で
詠
じ
た
漢
詩
。

○
御
題
暁
山
雲
‥
「
暁
山
雲
」
は
、
大
正
十
二
年
の
新
年
歌
会
始
の
御
題
。
邦

彦
王
妃
で
あ
る
俔
子
妃
は
、
同
年
の
歌
会
始
で
「
山
の
端
に
た
た
よ
ふ
雲
そ
し

ら
み
た
る
朝
日
の
さ
す
も
ほ
と
な
か
る
ら
し
」
と
詠
進
し
て
い
る
。
○
層
巘
‥

重
な
り
あ
っ
た
山
。
○
新
妍
‥
新
年
の
あ
で
や
か
さ
。

　
元
旦
試
筆
（
元
旦
詩
筆
）

瑤
華
皓
皓
玉
玲
瓏
　
瑤
華
皓
皓
と
し
て
玉
玲
瓏
た
り

天
霽
瞳
曨
旭
日
紅
　
天
霽
れ
て
曈と
う

曨ろ
う

　
旭
日
紅あ
か

し

萬
戸
千
門
松
竹
緑
　
万
戸
千
門
　
松
竹
　
緑
な
り

迎
春
四
海
瑞
雲
籠
　
春
を
迎
へ
て
　
四
海
に
瑞
雲
籠
れ
り

　
大
正
十
年
の
元
旦
の
様
子
と
心
情
を
詠
じ
た
作
。

○
起
句
‥
（
大
晦
日
に
降
っ
た
）
雪
は
白
く
輝
い
て
お
り
、
玉
の
よ
う
に
清
ら

か
で
あ
る
。
○
曈
曨
‥
夜
が
明
け
染
め
る
。
〇
万
戸
千
門
‥
本
来
は
「
千
門
万

戸
」（
平
平
仄
仄
）
と
す
べ
き
と
こ
ろ
、
平
起
式
の
本
詩
で
は
、
転
句
の
第
二

字
を
仄
字
と
す
べ
き
こ
と
か
ら
、
語
順
を
入
れ
替
え
て
「
万
戸
千
門
」（
仄
仄

平
平
）
と
し
た
。
〇
瑞
雲
‥
め
で
た
い
し
る
し
の
雲
。

四

97



久邇宮邦彦王「兼堂詩抄」注釈

　
拜
白
峯
陵
（
白
峰
陵
を
拝
す
）

聖
陵
奉
拝
白
峯
陵
　
聖
陵
　
奉
拝
す
　
白
峯
の
陵

老
樹
陰
森
蔽
磴
前
　
老
樹
陰
森
と
し
て
磴
前
を
蔽お
ほ

ふ

憶
昔
袞
龍
南
狩
日
　
憶
ふ
昔
　
袞こ
ん

龍り
ょ
う

　
南
に
狩
る
の
日

悲
風
吹
面
晩
秋
天
　
悲
風
　
面
を
吹
く
　
晩
秋
の
天

　
大
正
十
二
年
五
月
、
崇
徳
天
皇
陵
奉
拝
を
詠
じ
た
作
。

〇
白
峰
陵
‥
崇
徳
天
皇
陵
墓
。
香
川
県
坂
出
市
青
海
町
に
あ
る
。
〇
磴
‥
石
を

敷
き
詰
め
た
山
道
。
〇
袞
龍
‥
天
皇
が
着
用
し
た
袞
龍
の
御
衣
（
中
国
式
の
礼

服
）。
こ
こ
で
は
崇
徳
天
皇
を
言
う
。
〇
南
狩
‥
奔
南
狩
北
。
天
皇
が
讃
岐
に

配
流
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
。

　
賽
金
比
羅
宮
（
金
毘
羅
宮
を
賽さ
い

す
）

神
威
赫
奕
翕
人
心
　
神
威
赫
奕
と
し
て
　
人
心
に
翕あ

ふ

賽
客
繹
如
千
里
尋
　
賽
客
　
繹え
き

如じ
ょ

と
し
て
　
千
里
を
尋
ぬ

石
磴
連
空
楓
樹
赤
　
石
磴
　
空
に
連
な
り
　
楓
樹
赤
し

象
頭
山
頂
夕
陽
沈
　
象
頭
山
頂
　
夕
陽
沈
む

　
大
正
十
二
年
五
月
、
金
毘
羅
宮
を
参
拝
し
た
際
の
作
。

〇
金
毘
羅
宮
‥
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
の
象
頭
山
の
中
腹
に
鎮
座
す
る
神

社
。
ご
祭
神
は
大
物
主
命
と
崇
徳
天
皇
。
〇
神
威
赫
奕
‥
神
の
威
光
が
盛
大
で

あ
る
。
〇
翕
‥
一
致
す
る
。
協
う
。
〇
繹
如
‥
絶
え
な
い
さ
ま
。
続
く
さ
ま
。

〇
石
磴
‥
石
の
階
段
の
参
道
。
〇
象
頭
山
‥
標
高
五
三
八
米
。

願
將
淨
理
洗
心
塵
　
願
は
く
は
浄
理
を
将も

つ
て
心
の
塵
を
洗
は
ん

　
鶴
見
の
総
持
寺
の
貫
主
の
依
頼
で
大
般
若
経
を
写
経
し
、
思
い
を
書
き
表
し

た
作
。

〇
明
鏡
菩
提
‥
慧
能
の
二
つ
の
偈
「
菩
提
本
無
樹
、
明
鏡
亦
無
台
。
仏
性
常
清

浄
、
何
処
有
塵
埃
」「
心
是
菩
提
樹
、
身
為
明
鏡
台
。
明
鏡
本
清
浄
、
何
処
染

塵
埃
」
を
踏
ま
え
る
。
〇
転
句
‥
「
般
若
」
は
北
イ
ン
ド
か
ら
来
た
訳
経
僧
の

般
若
三
蔵
。「
曇
摩
」
は
南
イ
ン
ド
か
ら
北
魏
に
来
た
曇
摩
流
支
。「
道
安
」
は

東
晋
の
釈
道
安
。
〇
浄
理
‥
仏
理
。

　
雪
中
立
春
（
雪
中
立
春
）

昨
夜
狂
風
舞
玉
英
　
昨
夜
　
狂
風
　
玉
英
舞
ひ

今
朝
眞
是
白
銀
城
　
今
朝
　
真
に
是
れ
白
銀
の
城

節
迎
木
徳
春
猶
淺
　
節
は
木
徳
を
迎
へ
て
　
春
猶な

ほ
浅
し

笑
對
菜
盤
酒
滿
觥
　
笑
ひ
て
菜
盤
に
対
せ
ば
　
酒
　
觥
に
満
つ

　　
大
正
十
二
年
、
一
夜
明
け
て
白
銀
の
ま
ち
と
な
っ
た
立
春
の
朝
を
詠
じ
た

作
。

〇
玉
英
‥
雪
。
〇
木
徳
…
万
物
を
育
て
る
春
の
徳
。『
令
記
』
月
令
に
「
某
日

立
春
、
盛
徳
在
木
」
と
あ
る
。
〇
菜
盤
‥
主
菜
を
盛
る
盤
子
（
さ
ら
）。
〇
觥

‥
つ
の
さ
か
ず
き
。
こ
こ
で
は
単
に
杯
の
意
。
韻
字
を
「
庚
韻
」
で
統
一
す
る

た
め
「
觥
」
の
字
を
用
い
た
。

　

五
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歳
首
。
〇
卿
雲
爛
‥
「
卿
雲
」
は
め
で
た
い
雲
。
瑞
祥
の
象
徴
。『
尚
書
大
伝
』

に
見
え
る
「
卿
雲
歌
」
の
冒
頭
に
「
卿
雲
爛
兮
、
糺
縵
縵
兮
」
と
あ
る
。「
卿

雲
歌
」
は
舜
が
位
を
禹
に
禅
譲
し
た
時
に
群
臣
と
共
に
祝
賀
し
た
作
。
〇
瑞
気

‥
め
で
た
い
気
。

　
　
赤
倉
新
居
（
赤
倉
の
新
居
）

信
越
層
巑
擁
杆
欄
　
信
越
の
層
巑
　
杆
欄
を
擁
す
　

蓉
湖
北
海
眼
前
看
　
蓉
湖
・
北
海
　
眼
前
に
看
る

新
居
所
貴
非
輪
奐
　
新
居
の
貴
ぶ
所
　
輪
奐
に
非
ず

風
致
山
川
是
壮
観
　
風
致
山
川
　
是
れ
壮
観

　
赤
倉
の
別
邸
が
完
成
し
た
こ
と
を
詠
じ
た
作
。

〇
起
句
‥
信
越
地
方
の
山
々
が
赤
倉
別
邸
の
欄
干
を
抱
く
か
の
よ
う
に
そ
び
え

て
い
る
。
〇
蓉
湖
‥
野
尻
湖
。
形
が
芙
蓉
の
花
の
よ
う
で
あ
る
の
で
言
う
。
〇

輪
奐
‥
建
物
の
壮
大
で
華
美
な
こ
と
。
〇
風
致
‥
お
も
む
き
。
風
趣
。

　
贈
德
富
蘇
峯
（
徳
富
蘇
峰
に
贈
る
）

蘇
老
元
来
良
史
才
　
蘇
老
　
元
来
　
良
史
の
才
あ
り

春
秋
班
馬
總
淹
該
　
春
秋
の
班
馬
　
総
て
淹
該
す

闡
明
大
誥
匡
思
想
　
大
誥
を
闡せ
ん

明め
い

し
て
思
想
を
匡
し
　

涵
養
精
神
人
道
恢
　
精
神
を
涵
養
し
て
人
道
を
恢か
へ

す

　
歴
史
家
の
徳
富
蘇
峰
に
贈
っ
た
作
。

〇
徳
富
蘇
峰
‥
評
論
家
、
歴
史
家
。『
近
世
日
本
国
民
史
』
全
五
十
巻
で
学
士

　
觀
五
稜
郭
（
五
稜
郭
を
観
る
）

五
稜
荒
郭
草
芊
芊
　
五
稜
の
荒
郭
　
草
芊
芊

日
淡
風
寒
北
海
天
　
日
淡
く
風
寒
し
　
北
海
の
天

攻
守
當
年
忠
勇
士
　
攻
守
す
　
当
年
の
忠
勇
の
士

只
聞
松
籟
與
啼
鵑
　
只
だ
聞
く
　
松
籟
と
啼
鵑
と

　
大
正
十
二
年
七
月
、
函
館
の
五
稜
郭
を
観
覧
し
、
函
館
戦
争
の
昔
を
追
懐
し

た
作
。

〇
五
稜
郭
‥
箱
館
（
今
の
函
館
市
）
に
築
城
さ
れ
た
五
稜
星
形
の
城
郭
。
元
治

元
年
に
築
城
工
事
が
完
成
し
、
箱
館
奉
行
所
を
移
転
し
た
。
〇
芊
芊
‥
が
茂
っ

て
盛
ん
な
さ
ま
。
〇
転
句
‥
新
政
府
軍
と
旧
幕
府
軍
が
戦
っ
た
箱
館
戦
争
を
追

懐
す
る
も
、
今
は
松
風
と
杜
鵑
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
ば
か
り
で
あ
る
と
詠
じ

て
い
る
。

　
新
年
試
筆
（
新
年
の
試
筆
）

青
亭
東
來
物
候
妍
　
青
亭
　
東
よ
り
来
た
り
　
物
候
妍
な
り

旭
旛
旖
旎
颺
風
鳶
　
旭
旛
旖い

旎じ

し
て
　
風
鳶
颺あ

が
る

正
逢
獻
歳
卿
雲
爛
　
正
に
献
歳
に
逢
ひ
て
　
卿
雲
爛
す

山
色
連
天
瑞
気
鮮
　
山
色
　
天
に
連
な
り
　
瑞
気
鮮
か
な
り

　
大
正
十
四
年
の
新
年
の
書
初
め
の
作
。

〇
青
亭
‥
ト
ン
ボ
。
〇
物
候
‥
四
季
の
変
化
に
応
じ
た
風
物
。
〇
旭
旛
‥
国
旗

（
日
章
旗
）。
詩
意
か
ら
考
え
て
軍
旗
（
旭
日
旗
）
で
は
あ
る
ま
い
。
〇
旖
旎
‥

旗
が
風
に
な
び
く
さ
ま
。
〇
風
鳶
‥
風
筝
。
い
か
の
ぼ
り
。
〇
獻
歳
‥
元
旦
。
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治
時
代
の
旧
名
。
当
時
、
北
投
・
関
子
嶺
・
四
重
渓
の
三
温
泉
と
並
ん
で
、
四

大
温
泉
と
称
せ
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
の
一
帯
は
台
湾
十
二
勝
の
一
つ
で
あ
る
。

邦
彦
王
は
四
月
二
十
四
日
に
神
戸
を
出
帆
。
台
湾
各
地
を
訪
問
さ
れ
、
六
月
四

日
に
帰
国
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
た
び
た
び
草
山
で
休
養
さ
れ
た
。
〇
鶴
駕
‥
摂

政
宮
（
の
ち
の
昭
和
天
皇
）
の
乗
ら
れ
た
御
車
を
言
う
。
〇
玉
牀
‥
摂
政
宮
が

座
ら
れ
た
腰
掛
。
摂
政
宮
は
、
大
正
十
二
年
四
月
の
台
湾
行
啓
期
間
中
、

二
十
五
日
に
草
山
貴
賓
館
に
お
出
ま
し
に
な
っ
た
。
そ
の
折
に
御
着
座
の
も
の

で
あ
ろ
う
。
〇
寛
衣
‥
浴
衣
を
言
う
か
。
〇
青
藺
‥
あ
お
い
（
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

科
の
多
年
草
）。
こ
こ
で
は
イ
グ
サ
の
茣
蓙
を
言
う
。
台
湾
で
は
「
藺
草
蓆
」

と
称
す
。
〇
転
・
結
句
‥
李
白
「
客
中
作
」
の
「
但
使
主
人
能
醉
客 

不
知
何

處
是
他
郷
」
を
や
や
意
識
す
る
か
。

　
登
阿
里
山
途
遇
雨
（
阿
里
山
に
登
る
途
に
雨
に
遇
ふ
）

白
雨
倏
然
洗
客
程
　
白
雨
倏し
ゅ
く

然ぜ
ん

と
し
て
　
客
程
を
洗
ひ

模
糊
雲
霧
罩
崢
嶸
　
模
糊
た
る
雲
霧
　
崢さ
う
く

嶸わ
う

た
る
を
罩
む

蜿
蜒
阿
里
山
頭
路
　
蜿え
ん

蜒え
ん

　
阿
里
山
頭
の
路

神
木
亭
亭
千
歳
榮
　
神
木
亭
亭
と
し
て
　
千
歳
栄
ゆ

　
昭
和
三
年
五
月
に
、
台
湾
の
阿
里
山
に
登
っ
た
折
の
作
。

〇
阿
里
山
‥
台
湾
の
嘉
義
県
に
あ
る
山
岳
地
。
〇
崢
嶸
‥
（
阿
里
山
が
）
高
く

険
し
い
。
〇
蜿
蜒
‥
う
ね
り
な
が
ら
長
く
続
く
さ
ま
。
畳
韻
語
。

　
　
閲
臺
灣
軍
四
遊
草
山
温
泉
（
台
湾
軍
を
閲
し
て
四
た
び
草
山
温
泉
に
遊

ぶ
）

院
恩
賜
賞
受
賞
。
文
化
勲
章
受
章
。
〇
良
史
才
‥
良
い
歴
史
家
と
し
て
の
才

能
。
〇
班
馬
‥
班
固
と
司
馬
遷
。
こ
こ
で
は
、
蘇
峰
を
中
国
の
二
大
歴
史
家
に

擬
え
る
。
〇
淹
該
‥
学
問
や
知
識
が
深
い
こ
と
。
〇
大
誥
…
『
書
経
』
周
書
の

篇
名
。

　
詣
金
剛
寺
（
金
剛
寺
に
詣
づ
）

天
野
山
頭
夕
景
沈
　
天
野
山
頭
　
夕
景
沈
み

櫻
花
爛
漫
映
松
林
　
桜
花
爛
漫
と
し
て
　
松
林
に
映
ず

南
河
名
刹
弔
南
帝
　
南
河
の
名
刹
　
南
帝
を
弔
ひ

燈
火
滅
明
奉
悼
深
　
灯
火
滅
明
　
奉
悼
深
し

　
昭
和
三
年
四
月
に
、
河
内
長
野
の
金
剛
寺
に
参
詣
し
た
折
の
作
。

〇
金
剛
寺
‥
河
内
長
野
市
に
あ
る
真
言
宗
御
室
派
の
寺
院
。
山
号
は
天
野
山
。

〇
南
河
‥
南
河か
わ
ち内
。
大
阪
府
南
東
部
。
〇
南
帝
‥
後
醍
醐
天
皇
。
金
剛
寺
は
後

醍
醐
天
皇
の
勅
願
寺
。

　
遊
草
山
温
泉
（
草
山
温
泉
に
遊
ぶ
）

七
星
山
下
沸
靈
湯
　
七
星
山
下
　
霊
湯
沸
き

鶴
駕
曾
臨
遺
玉
牀
　
鶴
駕
　
曽
て
臨
み
　
玉
牀
遺の
こ

る

今
日
主
人
情
懇
到
　
今
日
の
主
人
　
情
　
懇
到
な
り

寛
衣
青
藺
似
家
鄕
　
寛
衣
・
青せ
い

藺り
ん

　
家
郷
に
似
た
り

　
昭
和
三
年
四
月
に
、
台
湾
の
草
山
温
泉
に
出
か
け
て
の
作
。

〇
草
山
温
泉
‥
台
湾
の
陽
明
山
前
山
公
園
周
辺
の
温
泉
。
草
山
温
泉
は
日
本
統
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首
聯
の
「
神
仙
」
は
清
浦
を
、「
鴛
鴦
」
は
清
浦
夫
妻
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。

〇
冢
宰
‥
宰
相
。
〇
柱
石
臣
‥
国
家
の
重
責
を
担
う
臣
下
。

四
、
お

　わ

　り

　に

　
久
邇
宮
邦
彦
王
の
漢
詩
二
十
首
に
注
釈
を
施
し
た
が
、
い
ず
れ
の
作
品
も
平

易
明
快
で
あ
り
、
親
し
み
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
漢
詩
を
作
る
人
々
の
中
に

は
、
や
た
ら
と
晦
渋
な
詩
語
を
用
い
た
り
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
典
故
を

用
い
た
り
し
て
得
意
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
人
も
い
る
。
し
か
し
、
王
の
漢
詩

で
は
そ
の
よ
う
な
気
味
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
無
為
自
然
と
い
う
か
、
こ
と
さ

ら
彫
琢
を
施
す
よ
う
な
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
皇
族
と
い
う
お
育
ち

の
良
さ
か
ら
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
、
王
の
書
法
作
品
に
見
ら
れ
る
自

詠
漢
詩
を
翻
刻
し
て
、「
兼
堂
詩
抄
」
を
一
首
で
も
多
く
補
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

閲
武
三
旬
鯤
島
邊
　
閲
武
　
三
旬
　
鯤
島
の
辺

竹
風
蘭
雨
子
規
天
　
竹
風
蘭
雨
　
子
規
の
天

草
山
頼
有
清
心
地
　
草
山
　
頼さ
い
はひ
に
有
り
　
清
心
の
地

四
入
雲
中
浴
沸
泉
　
四
た
び
雲
中
に
入
り
て
沸
泉
を
浴
び
た
り

　
昭
和
三
年
五
月
、
台
湾
軍
を
閲
兵
の
後
、
四
度
目
と
な
る
草
山
温
泉
に
出
か

け
た
こ
と
を
詠
じ
た
作
。

〇
三
旬
‥
何
度
も
め
ぐ
る
。
〇
鯤
島
‥
『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
の
「
鯤
」
に
基
づ

く
台
湾
の
雅
称
。
〇
沸
泉
‥
当
地
の
沸
点
以
上
の
熱
い
湯
が
で
る
温
泉
。

　
　
　

　
贈
清
浦
老
兄
（
清
浦
老
兄
に
贈
る
）

南
極
神
仙
扶
木
濱
　
南
極
の
神
仙
　
扶
木
の
浜

春
風
駘
蕩
鴛
鴦
茵
　
春
風
駘
蕩
た
り
　
鴛
鴦
の
茵
し
と
ね

樞
機
參
畫
憂
牛
喘
　
樞
機
　
参
画
し
て
　
牛ぎ
う

喘ぜ
ん

を
憂
ひ

冢
宰
鈞
衡
侍
玉
宸
　
冢
宰
　
鈞
衡
し
て
　
玉
宸
に
侍
る

謡
曲
動
塵
化
大
衆
　
謡
曲
　
塵
を
動
か
し
て
　
大
衆
を
化
し

吟
詩
泣
鬼
靖
堯
民
　
吟
詩
　
鬼
を
泣
か
し
め
　
堯
民
を
靖
ん
ず

龜
齡
不
老
競
松
柏
　
亀
齢
　
老
い
ず
し
て
　
松
柏
と
競
ひ

永
作
皇
家
柱
石
臣
　
永
く
皇
家
柱
石
の
臣
と
作
ら
ん

　
清
浦
奎
吾
に
贈
っ
た
作
。「
樞
機
」「
亀
齢
」
の
語
か
ら
、
大
正
十
一
年
に
清

浦
が
樞
密
院
議
長
に
な
っ
た
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

〇
清
浦
奎
吾
‥
明
治
大
正
期
の
官
僚
・
政
治
家
。
法
務
大
臣
、
農
商
務
大
臣
、

枢
密
院
議
長
を
歴
任
し
た
。
総
理
大
臣
と
な
っ
た
が
短
命
内
閣
に
終
わ
っ
た
。
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